
　応急復旧後、新阿蘇大橋が開通したことに伴い、全
面通行止めによる本復旧工事を進めていた阿蘇長陽大
橋ルートの工事が完了しました。
　世界一の村道とも呼ばれるこのルートの開通により、
村内における主要交通路は全て復旧しました。

長陽大橋本復旧工事完了

　平成29年4月に旧長陽庁舎に開設された国交
省の「熊本復興事務所」「熊本地震復旧対策研究室」
が閉所しました。
　5年にわたり、復興の最前線に立って多くの困
難な工事をやり遂げていただきました。

熊本復興事務所・
熊本地震復旧対策研究室が閉所

　南阿蘇村に専門学校イデアITカレッジ阿蘇が
開校し、南阿蘇村で6年ぶりとなる学生（専門学
生）を迎えました。
　11月5日には地域住民なども迎え、初の学園
祭が開催されるなど、早くも地域に溶け込みつ
つあります。

イデアITカレッジ阿蘇
（通称IICA）開校

　SDGs未来都市とは、地方創生を一層促進するこ
とを目的として、SDGsの目標達成に向けた優秀な
取り組みを提案する地方自治体が内閣府により選
定されるもので、南阿蘇村は3つの「K」、「環境」・「活
力」・「暮らし」を柱として、「誰もが住みたい・住み
続けたい南阿蘇村」を築いていく取り組みが期待さ
れ、今回の選定となりました。

南阿蘇村がSDGs未来都市に選定

　この取り組みは、全国に残る草原とその里に光
を当て、人と自然の関わりの中で培われてきた知
識や技術、人々の想いを共有し、次世代へ受け継
ぐために2021年から募集が開始されたものです。

南阿蘇村の牧野が「未来に残したい
草原の里100選」に選定

　令和3年3月に閉校した中松小学校の跡地利用と
して、中古パソコンの販売などをおこなうリング
ロー株式会社による「おかえり集学校プロジェク
ト」九州初拠点として中松集学校が開校しました。
　オープニングイベントではプログラミング教室
などが開催され、久しぶりに校舎で笑顔が広がり
ました。

中松集学校開校

　10月27日から28日の期間で村長と議長をはじめと
した使節団が台湾を訪問し、台湾自治体の東港鎮との間
で国際交流促進覚書（MOU）を締結しました。
　この際に、東港鎮と屏東県（東港鎮が属する県）から
いただいた記念品などを役場1階のエレベーター付近に
3月17日まで展示していますので、ぜひご覧ください。

台湾自治体との交流促進
これからの
南阿蘇
（以下は全て予定です）

■2023年春頃　新立野駅舎完成
■2023年夏頃　南阿蘇鉄道全線復旧
■2023年夏頃　震災ミュージアム中核拠点オープン
■2023年度中　立野ダム完成
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　応募総数183件の中から占部博士さん（写真）の作
品が最優秀賞作品として「SDGs未来都市南阿蘇村」の
ロゴマークとして選定しました。
　今後はSDGsに取り組む村のシンボルとして活用し
ていきます。

「SDGs未来都市南阿蘇村」
オリジナルロゴマーク決定
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　平成24年7月に発生した九州北部豪雨災害から
10年となることを受け、役場大会議室にて追悼式
を執りおこないました。
　災害が多様化・甚大化するなかで、村としてひと
りの犠牲者も出さないため、引き続き早めの避難
にご協力ください。
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